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第１号議案 平成３０年度事業報告 

【事業概要】 

一般社団法人能登川地区まちづくり協議会は、平成１９年３月の設立以来、地域に

根差したまちづくり、地域の皆さんが安全で安心な暮らしができることに視点を置き

ながら活動を進めてきました。 

また、平成３０年度は、平成２９年度に策定した「住みよい 住みたい 住み続けた

い 水車のまち 能登川」をスローガンとする新しいまちづくり計画推進の 2年目でも

あり、計画に沿った事業や新規事業に積極的に取組みました。 

平成３０年度事業活動の特記的事項は次のとおりです。 

・ 「JR能登川駅開業 130周年記念事業」に新たに取り組みました。 

ＪＲ能登川駅は、2019 年に開業 130 周年を迎えることから、これを記念した

まちづくり事業を行うことについて検討が開始されました。 

・ 新しい「ふるさと散歩道」として、「猪子山・巨石の神々を訪ねる散歩道」を整

備し、道案内看板（11枚）の設置、リーフレットの作成をしました。 

・ 11月に「音楽鑑賞会 声楽アンサンブル公演」を開催しました。 

能登川地区の４つの小学校の６年生を招待すると共に、一般市民の方にも楽し

んで頂きました。（一般住民は有料） 

・ 「栗見プロジェクト」に新たに取り組みました。 

本プロジェクトは、能登川の琵琶湖岸の美観を損なう流木やごみ、草木を除

去することを目的に、平成 30年度からの 2年間(以降は未定)活動するものです。 

３０年度は、栗見新田町地先および栗見出在家地先の清掃を、7 月～10 月に

3回、各地元自治会と連携して行いました。 

・ 自治会毎の懇談会「まちづくりカフェ」の開催、まちづくり委員視察研修「伊

庭内湖の農村景観と街並み散策」（9月）等により自治会とのパイプ強化や能登

川地区の再発見に努めました。 

・ 自主防災活動に関して、「リーダー研修会」「成果発表会」「愛知川流域自治会防

災対策会議」等の研修会を開催しました。また、能登川地区や各自治会の防災

についての現状と問題点を把握するため、検討会、アンケート調査、面談を行

い、地域防災力の向上に努めました。 

・ 「東近江市観光ボランティアガイド協会 能登川支部」設立に向けての準備を行

い、平成 31年 4 月 1日に設立しました。 

・ 5月に開催された能登川地区文化協会主催の「文化講演会」（講師：フリーアナ

ウンサー 山本浩之氏）に協賛しました。 
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・ わがまち協働大賞を受賞 

12 月にアピアホールで開催された「第 5 回わくわくこらぼ村」で、「わがまち

協働大賞」として、当協議会関係で次の２つの賞を受賞しました。 

・優秀賞：猪子山森林再生プロジェクト 

・入 賞：能楽を楽しむ「能装束着付実演と能」 

 １月 13 日(土)、「新春のつどい」をやわらぎホールで開催しました。参加者は、

会員・来賓等を含め 110名で、親睦を深めました。 

・ 「第 15回 Lighting Bell in NOTOGAWA」（12月） 

・ 「ふれあいフェア」（10月） 

・ 能登川地区自治会連合会 

・ 6 月 23日(土)、能公演「舎利」に能登川中学校３年生２３０名を招待し、本物の古典

に身近に触れる機会を提供しました。 
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Ⅰ まちづくり部門 

（＊事業名の後の「（新）」は、３０年度から新たに取り組んだ事業を示しています。） 

 まちづくり計画書（改定版）に記載された事業に対する取り組み状況と自己評価は、

別紙のとおりです。 

１．まちづくり事業部 

（１）「まちづくり委員研修会」の開催 

① 5/14(月)に３０年度まちづくり委員を対象に研修会を開催しました。 

［内容］ ・ まちづくり計画の内容説明 

・ 当協議会の活動紹介 

・ まちづくり委員の役割 

・ その他事項 

(自治会からの情報提供、懇談会の開催、「新てんこもり」原稿作

成) 

② 9/9(日)にまちづくり委員視察研修として、「伊庭内湖の農村景観と街並み散

策」を行いました。 

（２）「まちづくりカフェ」の開催 

・ 自治会との意見交換会「まちづくりカフェ」を、大中町自治会、能登川自治会、

および旭ヶ丘自治会と開催しました。 

（３）ＪＲ能登川駅開業 130周年記念事業（新） 

・ＪＲ能登川駅は、2019 年 7 月に開業 130 周年を迎えることから、これを記念

したまちづくり事業を行うことについて検討が開始されました。 

１０月に「計画プロジェクト」（メンバーはまち協会員）を編成しました。

１２月までに６回の打合せ会を開催し、事業計画のイメージ素案、検討の進め

方等をまとめました。 

この結果を踏まえ、１２月に「実行委員会」を立ち上げました。委員は、各

方面からの 25 名で、委員長に藤居まち協会長、副委員長に廣瀬東近江市商工

会能登川支部長と河村能登川地区自治連会長が就任されました。 

この委員会では、主たる事業計画(案)として、記念式典、記念講演会、パネ

ル展示、みどりの窓口復活に向けた検討と駅利用者増の運動、東近江市の玄関

たる駅東口(線)整備（ロータリー・道路）等をリストアップし、現在、具体的

展開を検討しています。 

（４）「能」公演事業協力 

・ 6/23(土）に開催された「能」公演に対し、施設運営事業部、歴史・文化事業

部とともに協力しました。 

（５）「びわ湖ホール声楽アンサンブル公演」で小学生を招待（新） 

・ 11/8(木)にコミュニティセンターホールで「びわ湖ホール声楽アンサンブル

公演」を開催しました。能登川地区の４つの小学校の６年生を招待すると共

に、一般住民の方にも楽しんで頂きました。（一般住民は有料） 

・ Ｒ1/11/19(火)に子ども向けオペラ「泣いた赤鬼」を鑑賞することを内定しま
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した。 

（６）「能登川大好き人間大集合!」イベントの仕掛けづくり 

① 「第 15回 2018 Lighting Bell in NOTOGAWA」に相乗りする形で次の活動を

しました。 

・「キックオフフェスタ」（新） 

10/13(土)の新規企画「キックオフフェスタ」の運営に協力しました。 

・デジタルフォトプロジェクト 

ライティングベル開催期間中にスマホ等で撮影したデジタル写真を

募りました。 

78点（22名）の写真投稿あり、抽選で食事券をプレゼントすると共

に、2/10～2/28の間、コミセンで展示しました。 

② 1/13(土)に開催した「新春のつどい」の中で、「能登川ふるさとクイズ」を実

施しました。商品は地元野菜の詰め合わせ。 

（７）食のイベントの開催 

・ 「食の地産地消としての郷土料理の普及」、「能登川大好き人間大集合！」と連

動させて実施しました。 

（８）若者チャレンジ応援 

・ 7/31（火）、能登川高等学校の校長と面談し、今後の相互協力を確認しました。 

・ 10/12(金)、能登川中学校生徒会（２年生 8名と担任）との懇談会を開催しま

した。協議会から 3名参加。中学生の皆さんからは、自分たちで何か企画して

活動したいとの話が出ました。 

・ 能登川地区在住の高校生から、ボランティア活動をしたいとの相談があり、ま

ずは観光ボランティアガイドとして活動することに繋げました。 

・ 伊庭地区にゼミのフィールドワークに入っていた龍谷大学の学生とは、まちづ

くり事業のアイデア出しと協力という形で連携できました。 

（９）能登川地区の市議会議員とまちづくり事業部関係者との懇談会 

・ 8/22(水)、能登川地区の市議会議員とまちづくり事業部関係者との懇談会を

開催し、率直な話し合いを行いました。 

その後 10/20(土)の東近江市議会主催の「市民と議会の意見交換会」に、協

議会から 3名が参加し、ワールドカフェ方式による意見交換を体験しました。 

２．ふるさと散歩道事業部 

（１）猪子山の「岩神山」ものがたりパンフレットの作成および看板の設置 

・ 猪子山の巨石を紹介する新しいふるさと散歩道パンフレット２，０００部を作

成すると共に、猪子山案内看板１１枚を設置しました。 

３．広報事業部 

（１）まちの情報紙「ホップ♪ステップ♪のとがわ」の発行 

・年間６回（偶数月）発行し、能登川地区の全戸に配布しました。 

（毎回約８，５００部） 

（２）当協議会のホームページ、Facebookの運営 
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・ 随時に更新をしました。 

（３）会員情報紙「のとまち協 NEWS」の発行 

・ 毎月、当協議会の活動状況を周知しました。（毎回約２５０部） 

配布先：当協議会会員（個人、自治会、団体、まちづくり委員）、能登川地区

内の市民活動団体、公共機関等 

（４）「まち協ラジオかわらばん」の放送 

・ 毎週土曜日午前８時から３０分間、ＦＭひがしおうみ（ラジオスイートＦＭ

８１．５）にて放送しました。(年間５３回） 

（５）環境こだわり農業の推進支援 

・ Facebookを通じて、「魚のゆりかご水田協議会」活動（栗見出在家町）の広

報に協力しました。 

・ 2/2(土）、能登川コミュニティセンター「いきいき子ども塾」の一環として、

栗見出在家町で収穫された「魚のゆりかご水田米」の米粉を使った手作りケ

ーキ教室を開催しました（小学生 47 人・大人 13人）。 

（６）ＳＮＳを活用した観光口コミ情報の収集と発信 

・ 協議会独自の観光情報については、Facebookを通じて発信しました。 

（７）当協議会活動紹介のためのパネル展示 

・ ふれあいフェア(10/21(日))、文化祭（11/3(土)～4(日)）、わくわくこらぼ村

（12/1(土)）の各会場で、当協議会の活動を紹介するパネルを展示しました。 

・ 「東近江市内まちづくり協議会交流会（7/14）」において、３つのまちづくり

自慢（①ラジオかわらばん、②能登川病院をよくする会、③フラ輪ープロジ

ェクト）を紹介しました。 

４．健康福祉事業部 

（１）子育て支援や食育活動をテーマに活動している関係機関等との協働 

・ 子育て支援と食育活動として、学童保育所、健康推進員と協働・連携し、学

童保育所での「おやつ作り」等の事業を展開しました。 

（２）「元気のつどい」の開催 

・「楽しく動いて運動習慣を身につけよう！」をテーマに、3/2(土)に開催しまし

た。（約 110名参加） 

(３）認知症・声かけ見守り訓練 

・「認知症・声かけ見守り訓練」実行委員会に参加し、11/17(土)に能登川地区 13

自治会による訓練実施に協力しました。 

(４）「婚活」事業 

・ 市内協議会合同事業「東近江市結婚サポート連絡会」に参加し、9/1(土)にパ

ンカフェ（八日市）でお見会いパーティーを開催しました。 

(５）まち協おしゃべりカフェ「すまいる」の開催 

・ 10月以降に 6 回開催しました。 

（６）郷土料理の普及（食の地産地消） 

・ １/12(土）、「新春のつどい」において、特産品のホンモロコを提供しました。 

・ 3/2(土）、「元気のつどい」において、大中地区で採れた野菜を使った減塩豚
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汁の試食を提供しました。 

（７）生活支援サービスの連携体制への参画 

・ 東近江市社会福祉協議会が主導する「能登川地区住民福祉活動計画推進会議」

に継続して参加しました。。 

（８）「能登川病院をよくする会」活動の実施 

① 日常活動 

・ 会話チーム（入院患者さんの話し相手をする）：年間２１９回 

＊インフルエンザ流行により、１/24(木)より２/22(金)まで活動休止 

・ 美化・植栽チーム（病院外周の美化をする）：年間４２回 

・ 病院と「能登川病院をよくする会」事務局との意見交換会：年間１２回 

・ 活動紹介（情報紙「ホップ♪ステップ♪のとがわ」に折り込み）： 

年間６回 

②総会、懇親会の開催 

・ 11/25(日)、来賓を含め 65名の参加を得て開催しました。活動実績顕著

者の表彰を行い、活動内容の現状や今後の方針等について確認しました。 

５．環境事業部 

（１）フラ輪―プロジェクト協働 

・ 能登川中学校生徒会活動である「フラ輪ープロジェクト」（学校周辺を花で飾

る活動）に協力し、能登川駅西口、東口にフラワーポットを設置し、継続的な

水遣りを行いました。今年度から、能登川南小学校が新たに参加しました。 

（２）廃食油の回収 

・ ２３自治会及びコミセン（３月末現在）で月１回第３木曜日に廃食油回収を

しました。（奇数月は当協議会が、偶数月は業者が回収） 

＊年間回収量はペットボトルで約３２００本。 

（３）段ボールコンポスト利用促進とゴミの減量化 

・ 段ボールコンポストを販売しました。（実績：１１４個） 

・ ７，１１，３月の３回、講習会を開催しました。 

（４）東近江市琵琶湖岸等の清掃、環境整備 

・ 7/3(火)、栗見出在家町地先での「びわ湖一斉清掃」に参加しました。 

・ 「栗見プロジェクト」に新たに取り組みました。 

本プロジェクトは、能登川の琵琶湖岸の美観を損なう流木やごみ、草木を

除去することを目的に、平成 30年度からの 2年間(以降は未定)活動するもの

です。 

３０年度は、栗見新田町地先および栗見出在家町地先の清掃を、7/1(日)、

10/14（日）、10/27(土)に、各地元自治会と連携して行いました。 

（５）地域のボランティア団体との連携協力 

・ 「猪子山地獄越え周辺の山道をよくする会」が実施する山道（丸太道）の修

復活動を支援しました。 

（６）「伊庭の水辺景観」等の保全・活用に対する支援 

・伊庭のまちづくりに参画している龍谷大学政策学部学生との連携を継続しま



7 

した。 

・ 学生が地域の若者と交流する「伊庭ガーデン」に参加（9/2(日)）。 

・ 「ラジオかわらばん」で伊庭での活動について、龍谷大学生と対談

（2/16(土)放送）。 

・「伊庭内湖の農村景観」が重要文化的景観に選定されたことを PRしました。 

・ 2/16(土)、景観報告会に参加。 

・9/9(日）、伊庭内湖の農村景観を巡る「まち歩き（現地散策）」を実施しました。 

・ 自治会長、まちづくり委員、会員に案内し、22名参加。 

・10/25(木）、市政懇話会において、「伊庭町周辺の観光振興、来訪者対策」を提

案しました。 

（７）水文化の普及啓発 

・「水文化」の事例を Facebookを通じて掘り下げて紹介しました。 

・伊庭内湖の農村景観が「重要文化的景観」に選定されたことを PR しました。

（Homepageと Facebook） 

・7/24(火）、「能登川エコ水車の会」メンバーと長浜市高月町雨森地区の水車を

視察しました。 

６．安全・安心事業部 

（１）防災研修会の開催 

・ 自主防災活動リーダー研修会  6/8(金）40自治会 106名参加 

・ 自主防災活動成果発表会    11/16(金）28自治会 63 名参加 

自治会事例を垣見町、長勝寺より発表 

・ 愛知川流域自治会防災対策会議 

5/18(金)  20自治会 22名参加、 

8/6(月)  13自治会 17名参加 

（２）自治会自主防災力チェックシート(アンケート)実施（新） 

・ 4月の自治会長会で配布し、５月中に 27自治会より回収 

・ 6/8(金)の自主防災活動リーダー研修会で結果公表 

（３）自治会長防災ヒヤリング実施 

・ ６月～７月に 19 自治会の自治会長に面談（防災に関する情報収集と課題対

策検討） 

（４）地区一斉安否確認訓練  ９/1(土) 3 自治会 

各自治会より開催報告 13自治会 

（５）滋賀県主催「防災士養成講座」受講（新） 

・ 能登川地区から 4名受講し、全員が「防災士検定試験」に合格 

（６）台風被害アンケート調査実施 

・ 台風２０、２１、24号の被害調査を８～９月に実施し、各々30強の自治会か

ら返答が得られました。特に２１号では、34自治会から被害報告がありまし

た。 

（７）能登川地区地域防災検討会の開催 

・ 能登川地区の防災活動の在り方や課題等を検討し、地域の防災活動に反映さ
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せるために、これまで自治会での防災活動に携わってこられたメンバーに呼

びかけて、4 月から毎月開催しました。（平均参加者数 8名） 

（８）防災放送端末機各戸設置推進活動（新） 

・ 6/8(金)の「自主防災活動リーダー研修会」で、東近江市職員より状況説明 

・ 11/16(金)の「自主防災活動成果発表会」で、再度東近江市職員より状況説明 

・ 3/11現在、設置台数 6,002 台 設置率 70.7％ 

７．歴史・文化事業部 

（１）猪子山古墳群の整備、里山（森林）整備 

・ 「猪子山森林再生プロジェクト」事業（能登川南小学校、県立八日市南高校、

猪子町自治会等）に参加し、次の活動をしました。 

・ 6/22(金）、8/31(金）、11/30（金）に５・６年生が実施する活動（竹の伐

採、植樹、下草刈り等）の事前準備作業協力と実施場所の整備作業（月

1回） 

・ この活動に対し、12/1(土)、平成 3０年度「共に考え 共に創る」わがまち

協働大賞の「優秀賞」を受賞しました。 

（２）「能」公演事業協力 

・ 6/23(土）に開催された「能」公演に対し、施設運営事業部、まちづくり事業

部とともに協力しました。 

（３）東近江市観光ボランティアガイド協会 能登川支部 設立の準備 

・ 12/16(日）、3/31(日）に能登川支部設立に向けての打ち合わせを実施し、平

成 31年 4月 1日に設立しました。 

（４）地域から医療福祉を考えるフォーラム＆地域創生講座 

・ 2/23(土）BIWA-TEKUアプリの能登川地区内のスタンプラリー場所の紹介 

（５）市内の各まちづくり協議会等が実施する事業の協力 

・ 3/16(土）東近江トレイル「繖山コーストレッキング」（H31/4/20実施予定）

実行委員会 

・ 3/17(日）「東近江ムラサキ 1350周年記念イベント」（あかね文化ホール）東

近江ムラサキ紫縁プロジェクト実行委員会 

８．施設運営事業部 

（１）能登川コミュニティセンターホール、やわらぎホールを利用した自主イベント

の開催計画策定と実行 

①「能」公演の開催 

・ 6/23(土)にコミュニティセンターホールで「能装束着付実演と能『舎利』」公

演（主催：滋賀能楽文化を育てる会）を当協議会協賛で開催しました。公演

には、能登川中学校３年生全員を招待しました。 

② 音楽鑑賞会の開催（新） 

・ 11/8(木)にコミュニティセンターホールで「びわ湖ホール声楽アンサンブル

公演」を開催し、能登川地区の 4小学校の 6年生全員を招待すると共に、一

般市民の方にも楽しんで頂きました。 
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③「素人創作落語大会」の開催 

・ 11/23(金)にコミュニティセンターホールで「素人創作落語大会 in 能登川

2018」（主催：東近江笑いの会）を当協議会協賛で開催しました。 

④ 落語会「笑福亭智丸の会」の開催 

・ 12/22(土)にコミュニティセンターホールで「笑福亭智丸の会 in能登川」（主

催：東近江笑いの会）を当協議会協賛で開催しました。 

（２）やわらぎの郷公園の利用促進のためのイベント開催 

・ 次のイベントをやわらぎの郷公園で開催しました。 

・ 4/ 7(土)～8(日)：さくらを観る日 

・ 4/ 8(日)：まち協会長杯ゲートボール大会 

（能登川ゲートボール連盟協力) 

・ 4/21(土)：まち協会長杯グラウンドゴルフ大会 

（能登川グラウンドゴルフ協会協力） 

・ 5/ 5(土)：こどもの日園内開放 

・ 7/19(木)：まち協杯ゲートボール大会 

・ 9/16(日)～毎月第３日曜日：芝生広場開放「ようこそ日曜広場」（新） 

・ 3/23(土)：まち協杯グラウンドゴルフ大会 

（３）指定管理施設を活用した新しいコミュニティの形成と居場所づくり 

・市民活動団体がコミュニティセンターを拠点に同センターの活動と有機的に

連携しながら活動できる機会の創出に努めました。 

９．事務局 

（１）当協議会の総務業務 

・ 会議の開催 

・ 総会：１回（5/26(土)） 

・ 理事会：６回（内、３０年度理事による理事会は５回） 

・ 運営委員会：１２回 

・ 事業部長会：３回 

・ 正副会長会：２回 

（２）用具の貸し出し、印刷等のサービスの提供 

・ 簡単テント、プロジェクター等の貸し出し、長尺印刷等のサービスを提供し

ました。 

（３）当協議会への来訪団体への対応 

・ 大津市平野学区自治会連合会 

7/30(月)、１４名。テーマ：協議会の組織体制、法人化、事業部について 

・ 能登島地域づくり協議会 

11/ 7(水)、１０名。テーマ：法人化、防災について 
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Ⅱ 指定管理部門 

（１）能登川コミュニティセンターの施設管理運営と生涯学習（文化）事業等の実施 

次頁の表参照 

（２）やわらぎホールの施設管理運営 

（３）やわらぎの郷公園の施設管理運営 

（４）各施設の利用者数 

施  設 H３０年度利用者数 
（参考） 

H２９年度利用者数 

能登川コミュニティセンター ９６，９７０ ９６，６４５ 

やわらぎホール １７，４９２ １８，５０９ 

やわらぎの郷公園 ２６，４１９ ２８，８７４ 

 

 

Ⅲ 活動団体連絡会 

（１）新春のつどいの開催 

・ １/12(土)、「新春のつどい」をやわらぎホールで開催しました。参加者は、

会員・来賓等を含め 110名で、親睦を深めました。 
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平成３０年度能登川コミュニティセンター事業報告 

 

１．生涯学習（文化）事業 

事  業  名 内   容   等 参 加 者 等 

講 座 

 

 

楽しく♬シェイプアップ講座 

親子で始めよう将棋講座 

おうちで簡単！エスニック料理講座 

癒しの灯り、竹灯籠づくり講座 

  

 

6・7月 ４回   （12名） 

７・8月 ３回   （13名） 

8・9月 ３回   （ 7名） 

11月 ３回   （11名） 

 

 

講座（子ども対象） 

 

 

 

夏休みバスツアー 

（漢字ミュージアム等） 

子どもクッキング 

アクアリウムづくり 

手作りケーキ教室 

子どもクッキング「パン教室」 

かるた大会（学区地協） 

 

 

7月 26日、8月 3日     

           （65名） 

8月 6日     （30名） 

8月 16日    （30名） 

2月 2日     （60名） 

2月 23日    （30名） 

1月 27日    （170名） 

文化講演会 

（能登川地区文化協会） 

 

 

５月２０日（日） 

「日々新たな出会い、発見」 

フリーアナウンサー 山本浩之 氏 

 

５００名 

能登川水車塾 

（５５歳以上対象） 

開講式＆健康寿命を延ばそう 

マネー講話（エンディングプランとは） 

映画鑑賞「あん」 

館外学習（高島方面） 

体力づくり（ニュースポーツに挑戦） 

音楽鑑賞（声楽アンサンブル公演） 

ものづくり（植物標本「ハ―バリウム」） 

閉講式＆音楽脳トレ 

 

６月２１日      （60名） 

７月１８日     （56名） 

８月２２日     （50名） 

９月２０日・２７日 (50名) 

10月１１日    （49名） 

11月８日     （58名） 

12月１３日    （51名） 

２月２１日     （60名） 
 

第６０回 

能登川地区文化祭 

（菊花展 10/29～11/4） 

ダンスパーティ(10/27) 

囲碁・将棋大会(11/３・４) 

歴史講話(11/３) 

青少年育成大会(11/３)  

芸能発表会（11/４） 

展示   14サークル 

催し    12サークル 

発表   22サークル 
参加者数 延２，３００名 

能登川地区子ども芸術展 

 

中・小・幼・保・学童・子ども会 

優秀賞 128点 

（総数 1,951点） 

 

１１月３０日（金）～ 

１２月２日（日） 

延５，２００名 
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２．生涯スポーツ事業 

事  業  名 開   催   日 参 加 者 等 

第２５回 ドラゴンカヌー 

ヤングフェスティバル 
７月８日（日） 中止 

第１３回 

ドラゴンカヌー大会 

（市スポ協・地区スポ協） 

７月１５日（日） 
市民：25チーム  

親善：21〃 （内女子 9 ） 

第 5５回能登川地区 

市民運動会 
１０月８日（日） 中止 

３．人権・青少年事業 

事  業  名 開  催  日  等 参 加 人 数 等 

能登川地区 

人権のまちづくり協議会研修会 

〃  （認知症研修会） 

町別懇談会 

館外研修（舞鶴引揚記念館） 

 

4月 2０日（金） 

10月 2７日（土） 

7月～11月(51自治会)  

8月 29日（水） 

 

105名 

226名 

1,536名 

28名 

能登川地区 青少年育成大会 
（大人が変われば子どもも変わる） 

 
 

あいさつ運動・愛のパトロール 

 

ふれあいラジオ体操カード

作成 

１１月３日（土） 

地区小・中校長先生による 

パネルディスカッション 

「キーワードは“つながり”」 

学区（東・西・南・北）ごとに取り組む 

350名 

青少年育成会議能登川

支部 

 

青少年育成・地域教育協

議会委員 

ふれあいラジオ体操 

 (12,000枚)配布 

＊少年補導員会事業支援 

＊子ども会指導者連絡協議会（４大事業）支援 

＊学区地教協議会事業支援（東・西・南・北） 

 

４，地域事業 

事  業  名 開  催  日  等 内   容   等 

第２６回 

能登川ふれあい フェア２０１８ 
～出会い ふれあい 語り合い 

  びわ湖から～ 

 

１０月２１日（日） 

ふれあい運動公園 
約 40,000名 

＊二十歳のつどい 1月１３日（日）実行委員会・能登川青年団支援   150名 

 

【その他】 

＊施設ボランティア「であい」（コミセン施設環境美化支援） 

＊文化協会加入サークル：６１団体 

＊平成３０年度 能登川コミュニティセンター利用者数  ＝ ９６，９７０人 

＊能登川コミュニティセンター運営委員会（６月２７日(水)、３月２０日(水)） 



第２号議案　平成３０年度決算報告　　

単位：円

前期実績 増減額

【流動資産】

現金預金 8,097,431 7,695,271 402,160

未収入金 0 1,209,871 -1,209,871

流動資産計 8,097,431 8,905,142 -807,711

【固定資産】

長期性預金 5,051,636 5,051,636 0

固定資産計 5,051,636 5,051,636 0

資産の部　計 13,149,067 13,956,778 -807,711

【流動負債】

未払金 4,952,161 5,529,641 -577,480

預り金 889,990 814,413 75,577

流動負債計 5,842,151 6,344,054 -501,903

負債の部　計 5,842,151 6,344,054 -501,903

【利益剰余金】

基金積立金 6,031,636 5,051,624 980,012

繰越利益剰余金 1,275,280 2,561,100 -1,285,820

純資産の部　計 7,306,916 7,612,724 -305,808

13,149,067 13,956,778 -807,711負債・純資産の部　計

貸　　借　　対　　照　　表

平成31年3月31日現在

科　　　　目 当期決算額
前期比較

資
　
産
　
の
　
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部
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単位：円

予算額 増減額

東近江市交付金 5,418,000 5,418,000 0

その他の収入 479,165 460,000 19,165

合計 5,897,165 5,878,000 19,165

指定管理料 62,190,000 62,190,000 0

その他の収入 849,403 366,400 483,003

合計 63,039,403 62,556,400 483,003

経常収益　計 68,936,568 68,434,400 502,168

管理事務費 1,423,102 1,421,000 2,102

事業費 4,911,675 4,757,000 154,675

合計 6,334,777 6,178,000 156,777

人　件　費 26,306,990 25,868,000 438,990

管理事務費 33,726,154 34,400,400 -674,246

事業費 2,874,455 2,288,000 586,455

合計 62,907,599 62,556,400 351,199

経常費用　計 69,242,376 68,734,400 507,976

-437,612 -300,000 -137,612

131,804 0 131,804

経常利益　計 -305,808 -300,000 -5,808

-305,808 -300,000 -5,808

-305,808 -300,000 -5,808

7,612,724 7,612,724 0

7,306,916 7,312,724 -5,808

繰越剰余金(平成29年度から)

繰越剰余金(令和元年度へ)

経
常
収
益

経
常
費
用

税引前当期純利益

経
常
利
益

経常
損益

まちづくり
部門

指定管理
部門

指定管理
部門

まちづくり
部門

当期純利益

まちづくり部門

指定管理部門

損　　益　　計　　算　　書

自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日

科　　　　目 当期決算額
予算比較
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単位：円

前期実績 増減額

　　

1,581,088 957,758 623,330

-305,808 1,603,342 -1,909,150

1,275,280 2,561,100 -1,285,820

積立金取崩額

基金積立金取崩額 300,000 0 300,000

　 5,007 980,012 -975,005

1,570,273 1,581,088 -10,815

前期繰越利益剰余金

繰越利益剰余金計

利　益　処　分　額

基 金 積 立 金

次期繰越利益剰余金

当 期 純 利 益

利　　益　　処　　分　(案)

科　　　　目 当期決算額
前期比較

繰 越 利 益 剰 余 金

15



1．資産の部 単位：円

まちづくり部門 指定管理部門

一般会計 179,669 179,669 0

基金会計 685,007 685,007 0

まちづくり部門 計 864,676 864,676 0

コミュニティセンター 6,057,851 0 6,057,851

やわらぎホール 548,686 0 548,686

やわらぎの郷公園 626,218 0 626,218

指定管理部門 計 7,232,755 0 7,232,755

合計 8,097,431 864,676 7,232,755

未収入金 0 0 0

合計 8,097,431 864,676 7,232,755

まちづくり部門長期性預金 5,051,636 5,051,636 0

合計 13,149,067 5,916,312 7,232,755

２．負債の部 単位：円

まちづくり部門 指定管理部門

まちづくり部門・一般会計 77,879 77,879 0

コミュニティセンター 4,860,632 0 4,860,632

やわらぎホール 0 0 0

やわらぎの郷公園 13,650 0 13,650

合計 4,952,161 77,879 4,874,282

まちづくり部門・一般会計 0 0 0

コミュニティセンター 787,390 0 787,390

やわらぎホール 69,300 0 69,300

やわらぎの郷公園 33,300 0 33,300

合計 889,990 0 889,990

合計 5,842,151 77,879 5,764,272

3.純資産の部 単位：円

まちづくり部門 指定管理部門

基金積立金 6,031,636 6,031,636 0

前期繰越利益剰余金 2,561,100 1,224,421 1,336,679

当期純利益 -1,285,820 -1,417,624 131,804

合計 1,275,280 -193,203 1,468,483

合計（令和元年度への繰越剰余金） 7,306,916 5,838,433 1,468,483

未払金

預り金

繰越利益
剰余金

部門別内訳
科    目 当期決算額

流動
負債

付属明細書（貸借対照表）
平成３１年３月３１日現在

科    目 当期決算額
部門別内訳

科    目 当期決算額
部門別内訳

固定資産

流動
資産

現金
預金
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単位：円

まちづくり部門 指定管理部門

東近江市交付金 5,418,000 5,418,000 0

指定管理料 62,190,000 0 62,190,000

その他の助成金 0 0 0

指定事業収入 243,800 0 243,800

自主事業収入 0 0 0

収益事業収入 578,936 208,706 370,230

その他の収入 505,832 270,459 235,373

合計 68,936,568 5,897,165 63,039,403

人件費 26,306,990 0 26,306,990

管理事務費 35,149,256 1,423,102 33,726,154

事業費 7,786,130 4,911,675 2,874,455

合計 69,242,376 6,334,777 62,907,599

経常利益 -305,808 -437,612 131,804

7,612,724 6,276,045 1,336,679

7,306,916 5,838,433 1,468,483

経常
損益

経
常
収
益

経
常
費
用

繰越剰余金(平成29年度から）

繰越剰余金(令和元年度へ）

科      目

付属明細書（損益計算書）

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

部門別内訳
当期決算額

 17
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第３号議案 令和元年度事業計画（案） 

【概要】 

 令和元年度は、新しい「まちづくり計画書」に基づく事業展開の３年目であり、

前年度に続いて、各種事業を発展継続させます。 

 住民の皆さまや自治会、市民活動団体、行政との連携を更に強化し、「住みよい 

住みたい 住み続けたい 水車のまち 能登川」の実現に向け、活動を進めます。 

 具体的には、前年度からの「まちづくり計画」の進捗状況を精査し、計画の推進

に取り組みます。 

 様々な地域課題の解消に向け、特に、自治会との連携を深めます。そのため、ま

ちづくり委員との連携強化を図るとともに、「まちづくりカフェ」の開催頻度の向上

を模索します。 

 市民活動団体との協働は、地域の個性を生かしたまちづくりを目指すうえで欠か

せず、フラットな関係のなかで、真摯な連携を図ります。 

 行政とは、重要な協働のパートナーとして、今まで通りの連携を密にしてまいり

ます。 

 組織的には、まちづくり８事業部門や指定管理部門の独立性を担保しながらも、

事業内容によって、部門間の横の連携を図り、全体的な相乗効果を打ち出します。 
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Ⅰ まちづくり部門 

１．まちづくり事業部 

（１)まちづくり委員研修会（現地研修を含む） 

（２)まちづくりカフェの開催（自治会懇談会・テーマ別懇談会） 

（３)フリートーク（円卓会議）の定例開催（2 ヶ月に 1回を目途） 

（４)イベント開催と応援 

（５)「新てんこもり」自治会ページの更新 

（６)「能登川大好き人間大集合!」イベントの仕掛けづくり 

（７）食のイベントの開催 

（８）若者のチャレンジ応援 

（９）年間を通じた、まちづくり支援制度の相談窓口（「つなぎ役」） 

（10）「新春のつどい」の開催 

（11）JR 能登川駅開業 130 周年記念事業実行委員会支援 

２．ふるさと散歩道事業部 

（１）猪子山の「岩神山」ものがたりパンフレットの増刷 

（２）散歩道リーフレットの増刷 

（３）「ふるさと散歩道」ルート散策会開催や、探訪団体の案内 

（４）JR 能登川駅及び駅周辺施設への観光情報提供 

（５）「ふるさと散歩道」ビデオの関係機関への配布 

３．広報事業部 

（１）まちかど情報紙「ホップ♪ステップ♪のとがわ」の発行 

（２）まちづくり協議会ホームページ、Facebook の運営 

（３）会員情報紙「のとまち協 NEWS」の発行 

（４）「FMひがしおうみ」（ラジオスイート FM81.5）の放送 

（５）環境こだわり農業の推進 

（６）SNS を活用した観光口コミ情報の収集と発信 

４．健康福祉事業部 

（１）健康福祉活動団体への支援と協働 
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・のとがわ福祉の会 

・健康推進員協議会 

・ほほえみ 

・学童保育所 

・子ども食堂 

（２）「元気のつどい」の開催 

（３）おしゃべりカフェ「すまいる」の運営 

（４）郷土料理の普及（食の地産地消） 

（５）生活支援サービスの連携体制への参画 

（６）「能登川病院をよくする会」活動の実施 

５．環境事業部 

（１）やすらぎの花公園の管理運営 

（２）フラ輪―プロジェクト支援 

（３）廃食油の回収 

（４）段ボールコンポスト利用促進とゴミの減量化 

（５）能登川コミュニティセンター周囲の環境整備 

（６）東近江市琵琶湖岸等の清掃、環境整備（栗見プロジェクトとの連携） 

（７）地域のボランティア団体との連携協力 

（８）「伊庭の水辺景観」等の保全・活用に対する支援 

（９）水文化の普及啓発 

６．安全・安心事業部 

（１）自主防災活動リーダー研修会の開催     ６月 

・自治会単位の防災訓練への支援     ５月～１１月 

・タオル式安否確認訓練の奨励 

（２）新設防災音声端末機での全戸一斉防災訓練  ９月（防災の日） 

・ シェイクアウト＋タオル掲示 

（３）自主防災活動成果発表会の開催       １１月 

・ 自治会活動事例発表 

（４）東近江市主催「防災リーダー養成講座」(７回コース)への参加者推薦 
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（５）地区防災検討会（安全・安心事業部会）   毎月開催 

７．歴史・文化事業部 

（１）猪子山古墳群の整備・里山（森林）整備 

・「猪子山森林再生プロジェクト」事業協力 

（２）「能」、「びわ湖ホールオペラ」公演事業協力（まちづくり事業部、

施設運営事業部と連携） 

（３）映像で見る「能登川再発見！」 

・「懐かしの能登川」上映会の実施、映像記録の収集 

（４）市内の各まちづくり協議会等が実施する事業の協力 

（５）東近江市観光ボランティアガイド協会能登川支部の活動支援 

（６）猪子山を拠点とした異世代交流体験の実施 

８．施設運営事業部 

（１）能登川コミュ ニティセンターホール、やわらぎホールを利用した

自主イベントの開催計画策定と実行 

・「能公演」、「能登川寄席」、「びわ湖ホール声楽オペラ公演」他 

（２）やわらぎの郷公園の利用促進のためのイベント開催 

・協議会主催グラウンドゴルフ大会やゲートボール大会の開催 

・観桜会の開催（4 月） 

・子どもの日公園開放（5月）および「ようこそ日曜広場」の提供 

・やわらぎの郷フェスティバル開催（5 月） 

（３）先進地見学 

（４）指定管理施設を活用した新しいコミュニティの形成と居場所づくり 

９．事務局 

（１）当協議会の総務業務 

（２）簡単テント・プロジェクター等の貸出し、長尺印刷等の提供 

（３）雇用確保のための官民協働の取組み 

Ⅱ 指定管理部門 

（１）能登川コミュニティセンターの施設管理運営と生涯学習（文化）事

業等の実施（次頁の表参照） 
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（２）やわらぎホールの施設管理運営 

（３）やわらぎの郷公園の施設管理運営と自主事業の実施 

 

Ⅲ 活動団体連絡会 

「東近江市協働のまちづくり条例」（18 条）に則り、市民、とりわけ、

市民活動団体相互の交流を深め、協働を推進し、地域課題の解決に向け

て、適宜、会議等を開催し方策を検討する。 

（１）新春のつどい開催 
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令和元年度 能登川コミュニティセンター事業計画 

１．生涯学習（文化）事業 

事  業  名 主催者名または共催者名 期  日  等 

講座（現代的・社会的課題

の応える講座、講演。子ど

もを対象とした講座等） 

能登川コミュニティセンター 
開催日・講座内容は「コミ

センだより・ホップ♪ステ

ップ♪のとがわ」で案内 

文化公演会  

（HAMORI-BEコンサート） 
能登川地区文化協会 ５月２５日（土） 

第６１回 

能登川地区文化祭 

（菊花展 10/28～11/3） 

能登川地区文化祭実行委員会 
１１月２日（土） 

～３日（日） 

能登川地区子ども芸術展 
能登川地区子ども芸術展実行

委員会 

１１月２９日（金） 

  ～１２月１日（日） 

能登川水車塾 能登川コミュニティセンター 
６月～２月まで 

（全８回） 

 

 

２．生涯スポーツ事業 

 

事  業  名 主催者名または共催者名 期  日  等 

第２６回ドラゴンカヌー    

ヤングフェスティバル 
能登川青年団 ７月 ７日（日） 

第１４回東近江市 

ドラゴンカヌー大会 

 

東近江市スポーツ協会 

東近江市 

東近江市教育委員会 

能登川地区スポーツ協会 

 

 

７月１４日（日） 
  

 

第５６回能登川地区 

      市民運動会 

  

能登川地区スポーツ協会 １０月６日（日） 
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３．人権・青少年事業 

 

事  業  名 主催者名または共催者名 期  日  等 

町別懇談会 

人権研修会 

県外研修会 

 

能登川地区 

人権のまちづくり協議会 

 

７月～１２月 

青少年健全育成事業 
能登川地区青少年育成大会 

（あいさつ運動・愛のパトロ

ール等） 

少年補導員会事業 
（巡回パトロール・ペープサ

ート公演等） 

 

東近江市青少年育成市民会議 

能登川支部 

 

能登川地区少年補導員会 

（東近江少年センター） 

 

１１月 ２日（土） 

パトロールは年間 

 

年間 

青少年団体（学区地教・

青年団・子ども会）の育

成支援 

学区地域教育協議会 

能登川青年団 

子ども会指導者連絡協議会 

年間 

 

 

４．地域事業 
 

事  業  名 主催者名または共催者名 期  日  等 

第２７回 

能登川ふれあいフェア 

２０１９ 

ふれあいフェア実行委員会 １０月２０日（日） 

 

＊二十歳のつどい支援 

 

【その他】 

＊コミュニティセンター運営委員会（６月・３月） 

＊施設ボランティア：であい（施設環境美化活動支援） 

 



単位：円

経　常　損　益

経　常　収　益

まちづくり部門 

東近江市交付金 5,415,000

その他の収入 600,000

合計 6,015,000

指定管理部門

指定管理料 62,697,000

その他の収入 370,200

合計 63,067,200

経　常　収　益　計 69,082,200

経　常　費　用

まちづくり部門 

事務・管理費 1,335,000

事業費 4,980,000

合計 6,315,000

指定管理部門

人　件　費 26,026,000

事務・管理費 34,732,200

事業費 2,309,000

合計 63,067,200

経　常　費　用　計 69,382,200

経　　常　　利　　益 -300,000

税 引 前 当 期 純 利 益 -300,000

当　　期　　純　　利　　益 -300,000

繰越剰余金（平成30年度から） 7,306,916

繰越剰余金（令和2年度へ） 7,006,916

自　平成31年4月1日　　至　令和2年3月31日

科　　　　目 金　　　　額

損　　益　　計　　算　　書

第４号議案  令和元年度予算（案）
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単位：円

予  算
前年度
実  績

前年度比
増減額

繰越剰余金（平成30年度から） 5,838,433 6,276,045 -437,612

交付金 5,415,000 5,418,000 -3,000

その他の収入 600,000 479,165 120,835

収益　計 6,015,000 5,897,165 117,835

人件費 0 0 0

事務・管理費 1,335,000 1,423,102 -88,102

事業費 4,980,000 4,911,675 68,325

費用　計 6,315,000 6,334,777 -19,777

利益 -300,000 -437,612 137,612

繰越剰余金（令和2年度へ） 5,538,433 5,838,433 -300,000

繰越剰余金（平成30年度から） 1,468,483 1,336,679 131,804

指定管理料 62,697,000 62,190,000 507,000

その他の収入 370,200 849,403 -479,203

収益　計 63,067,200 63,039,403 27,797

人件費 26,026,000 26,306,990 -280,990

事務・管理費 34,732,200 33,726,154 1,006,046

事業費 2,309,000 2,874,455 -565,455

費用　計 63,067,200 62,907,599 159,601

利益 0 131,804 -131,804

繰越剰余金（令和2年度へ） 1,468,483 1,468,483 0

繰越剰余金（平成30年度から） 7,306,916 7,612,724 -305,808

交付金 5,415,000 5,418,000 -3,000

指定管理料 62,697,000 62,190,000 507,000

その他の収入 970,200 1,328,568 -358,368

収益　計 69,082,200 68,936,568 145,632

人件費 26,026,000 26,306,990 -280,990

事務・管理費 36,067,200 35,149,256 917,944

事業費 7,289,000 7,786,130 -497,130

費用　計 69,382,200 69,242,376 139,824

利益 -300,000 -305,808 5,808

繰越剰余金（令和2年度へ） 7,006,916 7,306,916 -300,000

まちづくり部門の繰越剰余金には、基金積立金を含む

費
用

収
益

付　属　明　細　書(損益計算書）

令和元年度　部門別予算(案）

自 平成31年4月1日　至 令和2年3月31日

収
益

経
常
損
益

ま
ち
づ
く
り
部
門

指
定
管
理
部
門

経
常
損
益

経
常
損
益

合
 
計

経
常
損
益

費
用

収
益

費
用

科  目
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第５号議案 役員の改選(案) 

１.理事の改選 

提案の理由：定款第２８条第１項、第２項に定める任期満了のため。 

退任理事＜敬称略＞ 

藤居 正博 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会会長 

四方 秀亮 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会副会長 

居原田 善嗣 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会副会長 

前 能登川コミュニティセンター館長、やわらぎホール館長 

村林 又藏 平成 29年度 能登川地区自治会連合会会長 

河村 松男 平成 30年度 能登川地区自治会連合会会長 

小澤 正三 同 能登川地区自治会連合会副会長 

夏原 秀樹 同 能登川地区自治会連合会副会長 

清水 義彦 同 能登川地区自治会連合会幹事 

井口 弥一郎 同 能登川地区自治会連合会幹事 

竹腰 和夫 同 能登川地区自治会連合会幹事 

山本 俊夫 同 能登川地区自治会連合会幹事 

須貝 群二郎 同 能登川地区自治会連合会幹事 

山林 富雄 同 能登川地区自治会連合会幹事 

村西 宏  同 能登川地区自治会連合会幹事 

村林 則夫 同 能登川地区自治会連合会幹事 

加藤 誠一 同 能登川地区自治会連合会監事 

田井中 惠 同 能登川地区自治会連合会監事 

北岡 芙美子 能登川地区文化協会会長 

北村 鎰子 東近江市能登川赤十字奉仕団副委員長 

小松 安希子 能登川地区子ども会指導者連絡協議会会長 

北﨑 富三 東近江市老人クラブ連合会能登川ブロック会長 

里田 起明 能登川地区スポーツ協会理事長 

 

選任理事＜敬称略＞ 

藤居 正博 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

四方 秀亮 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

居原田 善嗣 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

今堀 豊  一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

櫛田 善春 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

木下 勉  能登川コミュニティセンター館長、やわらぎホール館長 

河村 松男 平成 30年度 能登川地区自治会連合会会長 
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澤  雅夫 令和元年度 能登川地区自治会連合会会長 

中村 光志 同 能登川地区自治会連合会副会長 

福永 泰治郎 同 能登川地区自治会連合会副会長 

辻  孝昌 同 能登川地区自治会連合会幹事 

西野 辰男 同 能登川地区自治会連合会幹事 

田邉 善司 同 能登川地区自治会連合会幹事 

西村 富美夫 同 能登川地区自治会連合会幹事 

西川 正  同 能登川地区自治会連合会幹事 

鈴木 和治 同 能登川地区自治会連合会幹事 

田井中久二義 同 能登川地区自治会連合会幹事 

村林 博  同 能登川地区自治会連合会幹事 

今堀 九一郎 同 能登川地区自治会連合会監事 

長屋 松夫 同 能登川地区自治会連合会監事 

北岡 芙美子 能登川地区文化協会会長 

北村 鎰子 東近江市能登川赤十字奉仕団副委員長 

小松 安希子 能登川地区子ども会指導者連絡協議会会長 

北﨑 富三 東近江市老人クラブ連合会能登川ブロック会長 

里田 起明 能登川地区スポーツ協会理事長 

川南 義博 のとがわ福祉の会副会長 

 

 

※上記の選任された理事の任期は、定款第２８条第１項に定めるとおりである。 

ただし、定款第２５条第２項で選任された理事の任期は、定款第２８条第２

項に定めるとおりである。 

 

2.監事の改選 

提案の理由：定款第２８条第３項に定める任期満了のため。 

退任監事＜敬称略＞ 

荻野 忍  平成２８年度能登川地区自治会連合会会長 

田井中 弥一郎 前 東近江市能登川支所長 

選任監事＜敬称略＞ 

村林 又藏 一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 

脇  和彦 東近江市能登川支所長 

 

※上記の選任された監事の任期は、定款第２８条第３項に定めるとおりである。 
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参考１ 

一般社団法人能登川地区まちづくり協議会定款 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 当法人は、「一般社団法人能登川地区まちづくり協議会」と称し、愛称を「ホップ♪

ステップ♪のとがわ」とする。 

（主たる事務所等） 

第２条 当法人は、主たる事務所を、滋賀県東近江市に置く。 

（目的） 

第３条 当法人は、住民自らが考え行動することにより、能登川地区の良さを次代へ継承す

るとともに、この地区で誇りを持って暮らし続けられるよう、能登川地区のまちづくりを

進めることを目的とし、次の事業を行う。 

（１）能登川地区のまちづくり事業 

（ア）能登川地区のまちづくり計画の策定 

（イ）まちづくりにかかる事業の企画・立案 

（ウ）まちづくりにかかる広報・啓発 

（エ）まちづくりにかかる事業 

（２）公共施設の指定管理事業 

（３）その他当法人の目的を達成するために必要な事業 

（公告） 

第４条 当法人の公告は、当法人の主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法によ

る。 

（機関の設置） 

第５条  当法人は、理事会および監事を置く。 

第２章 会員  

（種別） 

第６条 当法人の会員は、能登川地区に在住および在勤、在学するすべての人と能登川地区

の活動団体で構成する。会員は次の３種とし、正会員をもって、一般社団法人及び一般財

団法人に関する法律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（１）正会員：当法人の目的に賛同して入会した個人または団体 

（２）準会員：能登川地区各自治会のまちづくりに関する代表者 

（３）賛助会員：当法人の事業を援助するために入会した個人または団体 

（入会） 

第７条 正会員または賛助会員として入会しようとする者は、理事会が別に定める入会申込

書により申し込み、理事会の承認を受けなければならない。その承認があったときに正会
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員または賛助会員となる。 

 準会員は、自治会から提出の選出届をもって入会申込書とする。 

（入会金および会費） 

第８条 正会員は、社員総会において別に定める入会金および会費を納入しなければならな

い。 

（任意退会） 

第９条 正会員および賛助会員は、理事会において別に定める退会届を提出することにより、

任意にいつでも退会することができる。 

 準会員は、選出自治会が定めた任期の終了をもって退会とする。 

（除名） 

第１０条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、社員総会の特別決議によって当

該会員を除名することができる。 

  （１）この定款その他の規則に違反したとき。 

  （２）当法人の名誉を傷つけ、または目的に反する行為をしたとき。 

  （３）その他の除名すべき正当な事由があるとき。 

（会員の資格の喪失） 

第１１条 前２条の場合のほか、会員は、次のいずれかに該当するに至ったときは、その資

格を喪失する。 

  （１）会費の納入が継続して１年以上なされなかったとき。 

  （２）総正会員が同意したとき。 

  （３）当該会員が死亡しもしくは失踪宣告を受けたとき、または解散したとき。 

（会員資格喪失に伴う権利および義務） 

第１２条 会員が前３条の規定によりその資格を喪失したときは、当法人に対する会員とし

ての権利を失い、義務を免れる。正会員については．一般法人法上の社員としての地位を

失う。ただし、末履行の義務は、これを免れることはできない。 

２ 当法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の入会金、会費その他の拠出金品は、こ

れを返還しない。 

第３章 社員総会 

（種類） 

第１３条 当法人の社員総会は、定時総会および臨時総会の２種とする。 

（構成） 

第１４条 当法人の社員総会は、正会員をもって構成する。 

２  社員総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。 

（権限） 

第１５条  社員総会は、次の事項を議決する。 

  （１）入会の基準並びに会費および入会金の金額 

  （２）会員の除名 
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  （３）役員の選任および解任 

  （４）役員の報酬の額またはその規程 

  （５）各事業年度の決算報告、事業計画、予算計画 

  （６）定款の変更 

  （７）長期借入金並びに重要な財産の処分および譲り受け 

  （８）解散 

  （９）合併並びに事業の全部および事業の重要な一部の譲渡 

  （１０）理事会において社員総会に付議した事項 

  （１１）前各号に定めるもののほか、一般法人法に規定する事項およびこの定款に定め

る事項 

（開催） 

第１６条  定時総会は、毎年１回、毎事業年度終了後３ヶ月以内に開催する。 

   臨時総会は、必要がある場合に開催する。 

（招集） 

第１７条  社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が

招集する。ただし、すべての正会員の同意がある場合には、書面または電子的方法による

議決権の行使を認める場合を除き、その招集手続を省略することができる。 

２ 総正会員の議決権の１０分の１以上を有する正会員は、会長に対し、社員総会の目的で

ある事項および招集の理由を示して、社員総会招集の請求をすることができる。 

（議長） 

第１８条  社員総会の議長は、会長がこれに当たる。会長に事故等による支障があるときは、

その社員総会において、出席した正会員の中から議長を選出する。 

（決議） 

第１９条  社員総会の決議は、法令またはこの定款に別段の定めがある場合を除き、総正会

員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出席した正会員の議決権の過半数をもって

行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決

権の３分の２以上に当たる多数をもって行う。 

  （１）会員の除名 

  （２）監事の解任 

  （３）定款の変更 

  （４）解散 

  （５）その他法令で定められた事項 

３ 理事または監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の決議を行

わなければならない。理事または監事の候補者の合計数が第２４条に定める定数を上回る

場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの

者を選任することとする。 

（代理） 

第２０条  社員総会に出席できない正会員は、他の正会員を代理として議決権の行使を委任

することができる。この場合においては、当該正会員または代理人は、代理権を証明する
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書類を当法人に提出しなければならない。 

（議決、報告の省略） 

第２１条  理事または正会員が、社員総会の決議の目的である事項について提案した場合に

おいて、その提案について、正会員の全員が書面または電磁的記録により同意の意思表示

をしたときは、その提案を可決する旨の社員総会の議決があったものとみなす。 

２ 理事が正会員の全員に対し、社員総会に報告すべき事項を通知した場合において、その

事項を社員総会に報告することを要しないことについて、正会員の全員が書面または電磁

的記録により同意の意思表示を示したときは、その事項の社員総会への報告があったもの

とみなす。 

（議事録） 

第２２条  社員総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議長および出席した副会長は、前項の議事録に記名押印する。 

（社員総会規則）  

第２３条  社員総会の運営に関し必要な事項は、法令またはこの定款に定めるもののほか、

社員総会において定める社員総会規則による。 

第４章 役員等 

（役員の設置等） 

第２４条 当法人に次の役員を置く。 

  （１） 理事   ３名以上３０名以内 

  （２） 監事    ２名以内 

２ 理事のうち、１名を代表理事とし、代表理事をもって会長とする。また、３名以内を副

会長とすることができる。 

３ 理事のうち１７名以内を業務執行理事とすることができる。 

（選任等） 

第２５条   理事および監事は、社員総会の決議によって正会員の中から選任する。 

２ 東近江市能登川地区自治会連合会の役員は、これを理事に充てることができる。 

３ 会長、副会長、業務執行理事は、理事会の決議によって理事の中から定める。 

４ 監事は、当法人またはその子法人の理事もしくは使用人を兼ねることができない。 

５ 理事のうち、理事のいずれかの１名とその配偶者または３親等内の親族その他特別の関

係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事についても、同様

とする。 

 (理事の職務権限) 

第２６条  会長は当法人を代表し、その業務を執行する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐する。 

 ３ 業務執行理事は、当法人の業務を分担執行する。 

 ４ 会長および業務執行理事は、毎事業年度に４ケ月を超える間隔で２回以上、自己の業務

の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

（監事の職務権限） 
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第２７条  監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作

成する。 

２ 監事は、いつでも、理事および使用人に対して事業の報告を求め、当法人の業務および

財産の状況を調査することができる。 

（役員の任期） 

第２８条  理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時総会の終結の時までとする。 

２ 第２５条２項による理事は、選出自治会が定めた任期の終了をもって退任するものとす

る。ただし、次期の東近江市能登川地区自治会連合会役員が新たに理事に就任するまでは、

理事としての権利義務を有する。 

３ 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会

の終結の時までとする。 

４ 補欠として選任された理事または監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

５ 理事または監事は、第２４条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了または辞

任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事または監事として

の権利義務を有する。 

（解任） 

第２９条  役員は、社員総会の決議によって解任することができる。 

ただし、監事を解任する場合は、総正会員の半数以上あって、総正会員の議決権の３

分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

（報酬等） 

第３０条  役員に対しては、社員総会の決議を経て、報酬を支給することができる。 

（取引の制限） 

第３１条  理事が次に揚げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を開

示し、理事会の承認を得なければならない。 

  （１）自己または第三者のためにする当法人の事業の部類に属する取引 

  （２）自己または第三者のためにする当法人との取引 

  （３）当法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間における

当法人とその理事との利益が相反する取引 

２ 前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を遅滞なく理事会に報告しなければな

らない。 

（責任の一部免除等） 

第３２条  当法人は、役員の一般法人法第１１１条第１項の賠償責任について、法令に定め

る要件に該当する場合には、理事会の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責

任限度額を控除して得た額を限度として免除することができる。 

（顧問） 

第３３条  当法人に、若干名の顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、正会員の中から、理事会において任期を定めた上で選任する。 

３ 顧問は、無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払いをすること
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ができる。 

（顧問の職務） 

第３４条  顧問は、会長の諮問に応え、会長に対し、意見を述べることができる。 

第５章 理事会 

（構成） 

第３５条  理事会は、すべての理事をもって構成する。 

（権限） 

第３６条  理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次の職務を行う。 

  （１）社員総会の日時および場所並びに議事に付すべき事項の決定 

  （２）規則の制定、変更および廃止に関する事項  

  （３）前各号に定めるもののほか当法人の業務執行の決定 

  （４）理事の職務の執行の監督 

  （５）会長、副会長、業務執行理事の選定および解職 

２ 理事会は、次に揚げる事項その他の重要な業務執行の決定を理事に委任することができ

ない。 

  （１）重要な財産の処分および譲受け 

  （２）多額の借財 

  （３）重要な使用人の選任および解任 

  （４）従たる事務所その他重要な組織の設置、変更および廃止 

  （５）理事の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他

当法人の業務の適正を確保するために必要な法令で定める体制の整備 

  （６）第３２条の責任の免除 

（種類および開催） 

第３７条   理事会は、通常理事会および臨時理事会の２種とする。 

２ 通常理事会は、毎年２回以上開催する。 

３ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

  （１）会長が必要と認めたとき 

  （２）会長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって会長に招集の

請求があったとき 

  （３）前号の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日

を理事会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合において、その請求

をした理事が招集したとき 

（招集） 

第３８条  理事会は、会長が招集する。ただし、前条第３項第３号により理事が招集する場

合および一般法人法第１０１条第３項の規定に基づき監事が招集する場合を除く。 

２ 会長は、前条第３項第２号または一般法人法第１０１条第２項に該当する場合は、その

請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日と

する理事会の招集の通知を発しなければならない。 
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（議長） 

第３９条  理事会の議長は、法令に別段の定めがある場合を除き、会長がこれに当たる。 

（決議） 

第４０条  理事会の決議は、この定款に別段の定めがあるもののほか、決議に加わることが

できる理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

（決議の省略） 

第４１条  理事が、理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提

案について、決議に加わることのできる理事の全員が書面または電磁的記録により同意の

意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなすもの

とする。ただし、監事が異議を述べたときは、その限りではない。 

（報告の省略） 

第４２条  理事または監事が理事および監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知

した場合においては、その事項を理事会に報告することを要しない。ただし、一般法人法

第９１条第２項の規定による報告については、この限りではない。 

（議事録） 

第４３条  理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成し、出席した

会長および監事は、これに記名押印する。 

（理事会規則）  

第４４条  理事会に関する事項は、法令またはこの定款に定めるもののほか、理事会におい

て定める理事会規則による。  

  第６章  会計 

（事業年度） 

第４５条  当法人の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの年１期とする。 

（事業計画および収支予算） 

第４６条  当法人の事業計画および収支予算については、毎事業年度開始日の前日までに会

長が作成し、理事会の承認を経て、社員総会の承認を受けなければならない。これを変更

する場合も同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、会長は社

員総会の決議に基づき、予算成立の日まで、前年度の予算に準じ収入を得または支出する

ことができる。 

３ 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。 

（事業報告および決算） 

第４７条  当法人の事業報告および決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を

作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を経て、定時総会に提出し、第１号およ

び第２号の書類についてはその内容を報告し、第３号から第５号までの書類については承

認を受けなければならない。 

  （１）事業報告 
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  （２）事業報告の附属明細書 

  （３）貸借対照表 

  （４）損益計算書（正味財産増減計算書） 

  （５）貸借対照表および損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 

２ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置くとともに、定款および

社員名簿を主たる事務所に備え置くものとする。 

  （１）監査報告 

  （２）会計監査報告 

（剰余金の分配） 

第４８条  当法人は、剰余金の分配を行わない。 

第７章 定款の変更および解散 

（定款の変更） 

第４９条  この定款は、社員総会において、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決

権の３分の２以上に当たる多数の決議をもって変更することができる。 

（解散） 

第５０条  当法人は、一般法人法第１４８条第１号、第２号および第４号から第７号までに

規定する事由によるほか、社員総会において、総正会員の半数以上であって総正会員の議

決権の３分の２以上に当たる多数の決議により解散することができる。 

（残余財産の帰属） 

第５１条  当法人が清算する場合において有する残余財産は、社員総会の決議を経て、公益

認定法第５条第１７号に揚げる法人または国もしくは地方公共団体に贈与するものとす

る。 

第８章 委員会 

（委員会） 

第５２条  当法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会は、その決議により委員

会を設置することができる。 

２ 委員会の委員は、会員および学識経験者のうちから理事会が選任する。 

３ 委員会の任務、構成および運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

第９章 事務局 

（設置等） 

第５３条  当法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長および所要の職員を置く。 

３ 事務局長および重要な職員は、会長が理事会の承認を得て任免する。 

４ 事務局の組織および運営に関し必要な事項は、会長が理事会の決議により別に定める。 

第１０章 附則 

（委任） 
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第５４条 この定款に定めるもののほか、当法人の運営に必要な事項は、理事会の決議によ

り別に定める。 

（最初の事業年度） 

第５５条 当法人の最初の事業年度は、当法人の成立の日から平成２６年３月３１日までと

する。 

（設立時役員） 

第５６条 省略 

（設立時社員の氏名および住所） 

第５７条 省略 

（法令の準拠） 

第５８条  本定款に定めのない事項は、すべて一般法人法その他の法令に従う。 

 

(変更履歴) 

１．平成２５年４月１日施行 

２．平成２７年６月２０日施行（変更；第２５条、第２８条、第３７条） 

３．平成２８年５月２８日施行（変更；第２４条） 
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参考２ 

参加・協力・連携 

会員 

・住民・NPO・事業者・ 

行政（東近江市 地域担当職員、地域活動応援隊） 

自治会 市民活動団体 



1 青木 忠雄 67 杉本 善一 1 旭ヶ丘 1 奥野 卓也 1 NPO法人能登川総合スポーツクラブ

2 浅井 利温 68 染谷 克己 2 阿弥陀堂町 2 西野 辰男 2 NPO法人エトコロ

3 阿部 喜和 69 田井中 成元 3 安楽寺 3 村田 清一 3 更生保護女性会能登川分区

4 井口 博 70 田井中 丈三 4 ｲｰｽﾄﾛｰﾄﾞ 4 中川 卓 4 宗祇法師顕彰会

5 石井 久美子 71 田井中 弥一郎 5 泉台 5 今井 百合子 5 能登川ゲートボール連盟

6 石田 純一 72 田井中 隆藏 6 猪子町 6 夏原 秀樹 6 能登川地区子ども会指導者連絡協議会

7 市居 一良 73 田口 善弘 7 伊庭町 7 八尋 雅哉 7 能登川地区少年補導員会

8 市木 徹 74 竹腰 和夫 8 今町 8 上林 健一 8 能登川地区人権のまちづくり協議会

9 伊庭 貞一 75 武田 潮 9 小川 9 澤　 雅夫 9 能登川地区スポーツ協会

10 居原田 善嗣 76 田附 修 10 奥田社宅 10 清川 廣子 10 能登川地区文化協会

11 今井 陸之助 77 田中 敏次 11 尾芼台 11 山林 幸夫 11 能登川中学校区教育研究会

12 今堀 嘉一 78 田中 博美 12 乙女浜町 12 井口 弥一郎 12 のとがわ福祉の会

13 今堀 貢 79 田辺 長司 13 垣見町 13 桂田 昌彦 13 東近江市能登川赤十字奉仕団

14 今堀 豊 80 田辺 初美 14 川南町 14 前田 邦博

15 今村 幸一 81 谷口 哲雄 15 北須田 15 深田 功

16 大藏 大三 82 谷村 昭仁 16 きぬがさ城東 16 長屋 松夫

17 大辻 彦　 83 塚本 修 17 きぬがさ中央 17 永松 正男

18 大橋 昇一郎 84 辻　 昭夫 18 きぬがさ中洲 18 熊崎 博英 16 社会福祉法人　真寿会

19 大橋 正司 85 辻   英幸 19 栗見新田町 19 田井中 久二義 17 おかげSUNのとが和

20 大橋 正徳 86 坪田 幸大郎 20 栗見出在家町 20 前田 芳樹 18 ウインドアンサンブル「木猫隊」

21 荻野 忍 87 出路 敏秀 21 桜ヶ丘 21 藤野 修

22 奥村 義隆 88 戸嶋 幸司 22 佐生 22 須貝 群二郎

23 尾原 芳典 89 冨江 義和 23 佐野 23 前原 宏行

24 桂田 昌彦 90 中川 庄三 24 志賀田 24 石田 秀雄

25 加藤 誠一 91 中村 幸一 25 新宮西 25 澤　 清行

26 加藤 義男 92 中村 紘之 26 新宮東 26 志村 文和

27 門脇 宏 93 中村 道彦 27 神郷 27 山本 俊彦

28 鎌倉 厚徳 94 夏原 秀樹 28 神郷団地 28 上池 幸子

29 川上 めぐみ 95 西   康隆 29 新種 29 熊倉 剛

30 河﨑 正一 96 西﨑 彰 30 躰光寺町 30 白崎 友一

31 川南 菜穂美 97 西村 二郎 31 大地 31 窪田 良明

32 川南 壽 98 橋   純治 32 大徳寺 32 鈴木 正美

33 川南 博司 99 橋村 孝一郎 33 大中町 33 沢　 一真

34 川村 久仁子 100 長谷川 賢祐 34 高岸台 34 山下 正克

35 上林 英男 101 長谷川 清一 35 種 35 大橋 林一

36 菊川 弘 102 林　 誠二 36 長勝寺 36 西居 吾

37 岸本 静雄 103 原田 明人 37 ﾄﾞﾘｰﾑﾊｲﾂ 37 松原 ツル子

38 北浦 義一 104 廣瀬 芳文 38 能登川 38 前田 隆

39 北川 陽子 105 深田 功 39 能登川栄町 39 村林 弘幸

40 北﨑 富三 106 福井 清和 40 ﾊﾟｰｸｼﾃｨ能登川 40 嶋田 一徳

41 北村 通子 107 福永 繁和 41 早苅 41 澤　 知宏

42 木下 眞一 108 福永 信行 42 林町 42 西川 正

43 木下 勉 109 藤居 正博 43 東佐生 43 山田 浩一

44 櫛田 善春 110 藤田 淳子 44 東佐野 44 竹内 久利

45 小磯 時一郎 111 藤野 智誠 45 福堂 45 田井中 宇一郎

46 小杉 実 112 古坂 伸行 46 堀切 46 花本 重治

47 小林 重治 113 松田 順子 47 本町 47 福永 泰治郎

48 小南 由美子 114 三木 秀夫 48 緑が丘 48 諸留 徳治

49 作田 美幸 115 村田 洋一 49 南佐野 49 春藤 由樹

50 佐々木健太郎 116 村西 宏 50 南須田町 50 古川 満

51 佐生 幸子 117 村林 淳子 51 山路町 51 豊田 浩一

52 佐藤 洋二 118 村林 嵩雄 52 ﾚｲﾝﾎﾞｰｼﾃｨ 52 福永 剛人

53 里田 明 119 村林 又藏 53 若葉 53 末𠮷 秀聡

54 佐野 武蔵 120 森   貞雄

55 澤   文一 121 山川 徳守

56 澤   吉見 122 山路 哲司

57 柴田 幸義 123 山田 雅利

58 清水 保 124 山本 眞喜

59 清水 宗彦 125 山本 光代

60 清水 良昭 126 湯浅 嚴郎

61 志村 俊雄 127 吉坂 豊

62 上坊 重博 128 吉澤 浩明

63 白崎 滋 129 四方 秀亮

64 杉浦 隆支 130 脇　 和彦
65 杉江 明紀 131 渡邉 和男
66 杉田 米男

まちづくり委員

参考３
一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 正会員名簿

個  人 自治会 市民活動団体

19 東近江市観光ボランティアガイド
協会能登川支部

（敬称略）

14
東近江市老人クラブ連合会
能登川ブロック

15
東近江市青少年育成市民会議
能登川支部

総合計 256名
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